
神楽とは、祭礼のときに神霊を迎え、祈祷
や祓いを行う神事芸能のこと。その形式は
「舞い」を主体とし、舞うことによって神
がかり状態になったり、神を顕彰する物語
を演じます。竹間沢里神楽に使われる神楽
面は全て手彫り。ほとんど神楽では台詞が
なく、一つの表情しかない神楽面ですが、
体全体を使った仕草で役柄や場面を表現
し、様々な表情を表わすことが特徴です。

１ピンクの布をかけ、女装を表現。２父の演技を袖で見つめる。
３立ち廻りの場面では激しい動きに。４ 100年以上前の本物の
人の髪がこの面には使われている。５  面の髭などは主に馬の鬣

たてがみ

。

11月４日にマレーシアのペタリングジャヤ市で行われた国際
フェアで竹間沢の里神楽が披露された。

➏ 9月30日に行われた資料館まつりでの夜神楽公演。息
の合った舞台を披露できるのは、熟練の技と経験があるか
らだ。➐➑見る角度によって表情が変わる神楽面。人間の
顔のように泣いたり笑ったりすることができないため、演
技で表現をする。指先まで意識して舞うという。➒演技に
合わせて神楽歌を詠む、竹間沢里神楽元締の前田益夫さん。
何も見ずに詠めるのは、神楽が体に沁みついている証し。

１圧倒的な威圧感と迫力を感じ
るのは、演者の熟練の腕のおか
げだ。２ ３舞台を清めるために
行う巫女の舞。この日巫女を務
めた池上彩さん。小学５年生か
ら竹間沢里神楽保存会の一員と
して活動を続けている。
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世
界
に
舞
う
、里
神
楽
。

前
が
見
ら
れ
る
の
で
、
百
数
十
年
前

の
頃
に
は
神
楽
師
と
し
て
活
動
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
の
は
、
竹

間
沢
里
神
楽
元
締
、
前
田
益
夫
さ
ん

と
竹
間
沢
里
神
楽
保
存
会
の
皆
さ

ん
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
資
料
館
ま

つ
り
で
古
民
家
の
旧
池
上
家
住
宅
を

背
景
に
し
た
夜
神
楽
公
演
な
ど
を
行

う
ほ
か
、今
年
は
日
本
を
飛
び
出
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
里
神
楽
を
披
露
す
る

な
ど
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
三
芳
町

の
魅
力
を
世
界
に
広
め
よ
う
と
尽
力

し
て
い
ま
す
。

全
て
手
彫
り
の
神
楽
面

県
有
形
民
俗
文
化
財
に

　
竹
間
沢
の
前
田
家
に
伝
わ
る
神
楽

面
は
、
す
べ
て
代
々
の
元
締
が
手
彫

り
し
、
補
修
を
行
い
な
が
ら
現
在
ま

で
大
切
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
神

楽
面
を
は
じ
め
神
楽
に
使
用
さ
れ
る

用
具
一
式
は
、「
竹
間
沢
の
神
楽
面・

面
芝
居
面
（
付
）
衣
装
」
と
し
て
、

昭
和
55
年
３
月
に
埼
玉
県
の
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
90
面
以
上

が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
益
夫
さ
ん
の
祖
父
、

前
田
民
部
（
本
名
＝
信
忠
・
大
正
15

年
没
）
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
が
多
く
、
民
部
は
半
日
で
１
枚
の

面
を
彫
り
上
げ
る
腕
前
だ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
太
夫
の
と
こ
ろ

（
前
田
家
）
に
行
く
と
顔
を
彫
ら
れ

る
」
と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
て
、

村
人
の
顔
が
そ
の
ま
ま
神
楽
面
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
面
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
彫
り
上
げ
た
面
の
表
面
に
は
、
幾

重
に
も
胡ご
ふ
ん粉
を
塗
り
重
ね
て
仕
上
げ

ま
す
。
こ
の
技
術
は
前
田
家
に
伝
わ

る
も
う
一
つ
の
伝
統
芸
能
「
竹
間
沢

車
人
形
」
の
首か
し
らづ
く
り
に
活
か
さ
れ

ま
し
た
。

世
界
に
羽
ば
た
く
里
神
楽

　

春
や
秋
の
祭
礼
の
頃
に
な
る
と
、

神
社
か
ら
に
声
が
か
か
り
、
所
沢
市

日
比
田
の
氷
川
神
社
の
祭
礼
（
４
月

９
日
）、
地
元
の
竹
間
神
社
の
春
の

祭
礼
（
４
月
26
日
）、
所
澤
神
明
社

の
祭
礼
（
９
月
15
日
）、
北
野
天
神

社
な
ど
で
神
楽
を
奉
納
し
、
県
内
の

里
神
楽
伝
承
者
と
し
て
、
舞
台
で
の

公
演
も
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
海
外
で
の
公
演
を
果
た

し
、
活
躍
の
場
を
広
め
る
な
ど
、
町

の
貴
重
な
伝
統
芸
能
は
魅
力
の
一
つ

に
。
百
年
以
上
前
か
ら
に
伝
わ
る
里

故郷の伝統を繋いでいきたい

神楽とは

池上 彩さん（36）

父と姉が里神楽をやっていたことがきっかけで、

小学５年生から25年間里神楽に携わってきまし

た。年を重ねるにつれ、伝統芸能の大切さを痛感。

伝統芸能を守ることは当たり前と思っていました

が、里神楽をやっていることを友人に話すと「す

ごいね！」と驚かれます。三芳の人たち

は三芳愛が強いことが特徴。地元

の子どもたちや若い人たちに関心

を持ってもらうため、これからも

ずっと舞い続け、故郷の伝統芸

能を、後世に繋いでいきたい

と思います。

竹間沢里神楽保存会
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竹
間
沢
里
神
楽
保
存
会 

前
田
社
中

竹
間
沢
里
神
楽
保
存
会

　
竹
間
沢
の
前
田
家
は
里
神
楽
の
家

元
を
務
め
る
家
系
で
、
村
の
中
で
占

い
や
祈
祷
を
司
る
陰お
ん
み
ょ
う
じ

陽
師
で
し
た
。

そ
の
起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
江
戸
時
代
終
わ
り
頃
の
古
文
書

に
「
御
神
楽
師　
前
田
筑
前
」
の
名

神
楽
。
今
も
な
お
、
公
演
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
先
祖
の
想
い
を

受
け
継
ぎ
、
伝
統
芸
能
を
守
り
た
い

と
強
く
願
う
想
い
が
あ
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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